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設けられている、「帰国生」のための特設学級のことである。中学校段階では、全国で5校の国立大学

附属中学校に設けられている（海外子女教育史編纂委員会、1991,227～228頁)。

(9)あかつき中学校の1997年度の帰国子女教育学級生徒募集要項による。なお、あかつき中学校の資料

に関しては、プライバシー保護の観点から参考文献リストには掲載していないことをご了承願いたい。

(10)あかつき中学校の1994年の紀要より引用。

(11)エスノグラフイという方法に関しては、箕浦(1999)を参照されたい。

(12)以下、クラス展示と呼ぶ。

(13)なお、この時点では、「ミニワールド」は世界の国々の動物またはモニュメントなどを紹介・展示す

るという案で、「リサイクル」は空缶などを利用して作品を作るという案であった。それ以上の具体的

な内容については、まだ生徒間での共通認識はなかった。

(14)「一般生」の回答の中には、「外国のハロウィーンやクリスマスはすごくいい感じなのでやってみた

い」という意見があったほか、「キャンディ欲しい」という意見が複数あった。このことは、「一般生」

のハロウィーン・パーティー参加の動機が、必ずしも教師が公式に打ち出したような「文化を学ぶ」

ということではなかったことを示唆している。後述するように、「一般生」や教師、「帰国生」の多様

な要求に対応しえたことが、あかつき中学校でハロウィーン・パーティーが実現した一因であると考

えられる。

(15)具体的には、「帰国生」は「一般生」から、「『帰国生』だから頭が悪い」「英語はできても、ほかの

科目はできない」と思われていると感じ、「一般生」の目を気にしているようだ、と担任は筆者に語っ

てくれた（7月1日、昼休みのインフォーマルな会話より）。

(16)この件を担任は、生徒たちが劇の完成度に納得しきっていなかったからではいかと解釈している

（2月20日、放課後の会話より）。しかし、上演前の熱心な取り組みようや、教師らには公開したこと

から考えて、劇の完成度だけが空組の生徒が「一般生」の観劇を望まなかった理由であるとは筆者に

は考えにくい。また、差異の表象と位置取りという観点からは、ほかの解釈も可能であるので、ここ

ではそれを示す。
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